
次世代へとつなげたい　里山里海から学ぶこと
国連大学サステイナビリティ高等研究所	いしかわ・かなざわオペレーティング・
ユニット(UNU-IAS	OUIK)は、豊かな自然と文化が残る石川県を拠点に、地域
に根ざした研究を柱とし、地域から国際的な議論や課題解決に貢献するためのさ
まざまな活動をおこなっています。OUIKが発行した里山里海への理解を深める
新しい出版物をご紹介します。

H O T T O IP C

　現在、里山里海を抱える地域は、農林水産業の変化、頻発す

る災害への対応、文化的な営みや資産の消失、人口減少など多

くの課題にさらされています。それらに真摯に、かつ持続的に

向き合い、自然との新たな関係性を創造していくためには、地

域を見る目を養うことと、地域に寄り添って行動することの両

者の視点が求められます。つまり、地域の「見方」を学び、地

域の「味方」になることです。このマップブック「地図から学

ぶ北陸の里山里海のみかた」では、自然環境、農林水産業、地

域資源、人口などがどのように分布しているのか、どこで変化

しているのかを知ることができます。これからの地域づくりの

担い手である、高校生や大学生、若手行政職員、地域活動を進

める若者などに活用してもらうことを意図して発刊しました。マ

ップブックを手に実際に現地を訪れ、地域の実状をじっくりと

観察することをお勧めします。

 （編著者/文：飯田義彦）

以下のサイトからダウンロードが可能です。http://collections.
unu.edu/eserv/UNU:6540/UNU-IAS_OUIK_BCD_Booklet_4_
Satoyama.pdf （2018年6月発行）
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　「ごっつぉをつくろう」は、世界農業遺産（GIAHS）に指定

されている「能登の里山里海」に住む子供たちに能登の暮らし

を支える昔ながらの知恵や自然の面白さや不思議さなどを伝え

る絵本です。能登地域GIAHS 推進協議会、UNU-IAS OUIK

が、小中学校でのGIAHSをテーマとした教育の普及を目的と

して、地域の専門家や住民の協力を得て制作しました。この絵

本は、能登に住む姉弟が一年を通して祖父母に暮らしの知恵や

自然について教わりながら秋祭りのごっつぉ（ご馳走）作りを

体験するという内容で、小学校の低学年向けに作られています。

この絵本を通して、どのように地元で食材が育てられ、調理さ

れているのかを知り、地域の人々の営みや自然、食べ物に感謝

する気持ちを子供たちに育んでほしいと願っています。そして

この絵本をきっかけに、能登ならではの環境を活かした体験型

の教育を発展させていきたいです。

 （著者/文：小山明子）

絵本はこちらから全文ダウンロードしていただけます。教育現場などで
ぜひご活用下さいhttps://collections.unu.edu/eserv/UNU:6628/
GIAHS_kids_book.pdf （2018年3月発行）

絵本から学ぶ能登の暮らし、感謝の気持ちTopic
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自分が捨てたごみはどこへ行くのか

　私はUNU-IASで「廃棄物の管理」について「持続

可能な開発のための教育（ESD）」と「持続可能な開

発のためのガバナンス（GSD）」という2つのプロジ

ェクトに所属して研究しています。なかでも、ごみの

収集といった廃棄物に関する教育やキャンペーンを行

う際、ジェンダーや地域社会の特性をどう活かすかが

大きな研究課題です。

　私が故郷モザンビークで大学生だった頃、路上に放

置されたごみ問題が国内で注目を集めていました。収

集されたごみの行方について調べるうちに、大規模な

ごみ集積場がモザンビークにあることを知って衝撃を

受けました。そして、集積場のそばで生活している住

民への影響は深刻なのではないかと考え始めました。

これが研究の道に進むきっかけです。

　ごみ問題は開発途上国、先進国どちらにおいても重

要な課題です。消費のあり方の改善、持続可能なデザ

インの推進、廃棄物の適切な管理、廃棄物削減など課

題は山積みです。だからこそ効果的な環境マネジメン

ト、資源の活用、廃棄物管理に関する研究を進め、課

題解決に貢献したいと強く願っています。

日本の廃棄物処理システムから学ぶこと

　モザンビークでは、まだ廃棄物処理システムが確立

されていないので、生ごみの埋め立てやごみの収集、

処理技術、最終処分方法など日本から学ぶことが多く

あります。

　特に日本のごみの出し方は細分化かつ組織化され、

素晴らしいと感じます。一方で、どんな小さな物も個

別にパッケージ化する過剰包装には驚きました。これ

まで日本で研究を進める中で一番印象的だったのは、

ごみ焼却施設から出る処分灰で人工的に作られた埋め

立て地を実際に歩いたことです。地域や環境に配慮し

た廃棄物処理のあり方とその可能性について深く考え

るきっかけとなりました。

持続可能な社会の実現へ	
東京2020大会に寄せる期待

　日本が東京2020大会に向けて、持続可能性に配慮

した運営計画を策定している点にも注目しています。

政府、企業、市民社会といった関係者全員の理解と合

意、参加が大会を成功へと導く鍵となります。大会の

成功に向けて、それぞれが自分の役割を的確に把握し

て能力を発揮するためにも、意識向上や相互理解を促

すプラットフォームの確立が必要だと思います。

　私にとって「持続可能な社会」とは、個々人が他者

からの支援がなくても自立、自活できる社会です。「資

源を過剰に消費する社会」と「資源不足に苦しむ社会」

という構図から脱し、より平等で自然環境との調和の

とれた社会が実現できたらと願っています。
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